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特集

お
年
寄
り
の
健
康
を
支
え
る

老
人
医
療
事
業
の
実
態

　

昭和58年からスタートして、お年寄りを支えてきた老人医療事業

は、高齢化社会を迎え年々増え続ける医療費のため、苦しい財政運

営を強いられています。今月は、大野市における老人医療の実態を

ご紹介します。

図
①
老人医療費と対象者数の推移

平
成
2
年
度

老
＜
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療
看

総
額
2
4
億
2
、
5
0
0
万
円

一
人
当
た
り
5
3
万
円
に

　

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
老
人

医
療
費
と
そ
の
対
象
者
数
を
示
し

た
も
の
で
す
が
、
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
度
の
医
療
費
は
、
二

十
四
億
二
千
五
百
万
円
、
対
象
者

数
は
四
千
五
百
八
十
人
で
し
た
。

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
年
間
医
療

費
は
五
十
三
万
円
で
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、
医
療
費
が
I
・
八
倍
に
、

対
象
者
数
は
I
・
二
倍
と
な
っ
て

お
り
、
対
象
者
数
の
増
加
の
割
に

は
医
療
費
の
増
加
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
理
由
と
し
て
は
、
2
平
均

寿
命
が
年
々
伸
び
て
高
齢
者
が
多

く
な
り
、
一
人
で
多
く
の
病
気
を

抱
え
る
人
が
多
く
な
っ
た
こ
と
2

高
血
圧
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど

の
成
人
病
が
増
え
、
慢
性
化
し
て

入
院
や
通
院
が
長
引
く
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
3
医
療
技
術
の
進
歩
と

同
時
に
医
療
機
器
の
開
発
が
進
み

高
度
な
医
療
に
伴
う
費
用
が
高
額

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
老
人
医

療
費
の
増
加
は
今
後
も
避
け
ら
れ

な
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。



●特集老人医療事業の実態

医
療
費
の
大
半
は
入
院
と
通
院

　

老
人
医
療
費
の
内
訳
を
見
ま
す

と
、
入
院
と
通
院
が
圧
倒
的
に
多

く
全
体
の
約
九
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

表
②
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
と

平
成
二
年
度
の
老
人
医
療
費
の
内

訳
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
全
体

的
に
み
て
、
金
額
は
I
・
八
倍
、

件
数
と
日
数
は
I
●
三
倍
に
増
え

て
い
ま
す
。

　

一
件
当
た
り
で
比
較
し
ま
す
と

入
院
の
日
数
で
は
二
十
・
七
日
で

五
十
八
年
度
よ
り
三
日
ほ
ど
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
額
で
は

二
十
七
万
円
と
、
逆
に
七
万
円
ほ

ど
増
え
て
い
ま
す
。
通
院
の
日
数

で
も
一
件
当
た
り
三
・
八
日
で
〇

。
三
日
少
な
く
、
金
額
は
二
万
二

千
四
百
円
で
八
千
円
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
医
療
費
が
急
増
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
柔
道
整
復
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
施
設
療
養
費
、
コ

ル
セ
ッ
ト
の
支
給
な
ど
が
伸
び
た

た
め
で
す
。

公
費
と
若
い
世
代
で
賄
う
老
人
医
療

　

老
人
医
療
の
対
象
と
な
る
の
は

各
医
療
保
険
加
入
者
で
七
十
歳
以

上
（
政
令
で
定
め
る
障
害
の
あ
る

人
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
人
で
す

　

平
成
三
年
七
月
末
現
在
、
市
内

に
居
住
す
る
老
人
医
療

の
対
象
者
は
、
四
千
七

百
七
十
一
人
。
大
野
市

の
人
口
の
一
一
・
三
％

に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
年
寄
り
が
支

払
う
一
部
負
担
金
を
除

い
た
老
人
医
療
費
の
七

〇
％
は
若
い
世
代
の
保

険
料
（
税
）
か
ら
出
て

い
ま
す
。
残
り
の
三
〇

％
は
、
国
が
二
〇
％
、

県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
五

％
ず
つ
負
担
し
て
い
ま

す
。
（
図
③
参
照
）

　

お
年
寄
り
の
健
康
な
暮
ら
し
を

支
え
る
の
は
、
若
い
人
の
義
務
と

い
え
ま
す
が
、
お
年
寄
り
自
身
も

日
常
の
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

ム
ダ
強
い
し
て
ま
せ
細
力
、

　
　

大
切
な
老
人
医
療
費

▼
重
複
受
診

　

同
じ
病
気
な
の
に
い
く
つ
も

の
診
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る

お
年
寄
り
を
見
か
け
ま
す
。
検

査
・
処
置
・
薬
な
ど
を
や
り
直

す
た
め
、
医
療
費
の
大
き
な
無

駄
に
な
り
ま
す
。

▼
薬
ね
だ
り

　

医
師
が
指
示
し
た
薬
量
を
必

ず
守
り
、
必
要
以
上
に
ね
だ
ら

な
い
よ
う
に
。

▼
健
康
診
断

　

治
療
よ
り
予
防
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
市
で
は
毎
年
定
期

的
に
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
時
間
内
受
診

　

急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
。

時
間
外
で
の
受
診
は
加
算
料
金

が
か
か
り
、
医
師
の
負
担
に
も

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
時
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
医

　

か
か
り
付
け
の
医
師
は
、
病

歴
や
体
質
な
ど
を
把
握
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
り
効
果
的
な
治

療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

表②〔老人医療費の内訳〕

昭和58年度 平成2年度

入

院

件

数

3，376　

（281）
五

〇

・

〇
％

4，469　

（362）
四

九

・

八

％

日

数

78，595

（6，550）

92，326

（7，694）

金

額

6億8，100万円　

（5．675万円）

12億800万円　
（1億66万円）

通

院

件

数

38，364

（3．197）
四

六

・

三

％

48，465

（4，039）
四

四

・

八
％

日

数

157，669

（13，139）

183，433

（15，286）

金

額

6億3，000万円　

（5，250万円）

10億8，600万円　

（9，050万円）

歯

科

件

数

2，938　

（245）

二．

六
％

3，852　

（321）
二

●八

％

日

数

8，938　

（747）

12，445

（1，037）

金

額

3，600万円　

（300万円）

6，700万円　

（558万円）

その

他

1，300万円　

（108万円） X％
6，400万円　

（533万円）

二・

六
％

図
③
老人医療費の負担割合

こんなときは市民課に届け出を

●加入されている保険証や記号・番号が変わ

　

っだとき

●交通事故などで、やむなく老人保健法によ

　

る受給者証を使ったとき

●大野市から他の市町村へ転出するとき

　

お問い合わせは、市役所市民課国保係

　　　　　　

（66－1111内線457）



応援します児童手当

平成4年1月がら

新しい制度に

　

昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
児
童
手
当
は
、
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
う
見
直
し
が
行
わ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
度
の

改
正
は
、
児
童
養
育
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
の
強
化
を
重
視

し
た
も
の
で
す
。
第
一
子
も
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
対

象
に
な
る
方
は
、
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
点

支
給
条
件

▼
第
一
子
か
ら
支
給
こ
れ
ま
で

は
、
第
二
子
か
ら
し
か
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
一
手
を

持
つ
家
庭
の
経
済
基
盤
が
弱
い
こ

と
や
出
生
児
童
の
四
割
を
占
め
る

こ
と
か
ら
第
一
子
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

▼
支
給
期
間
は
三
歳
未
満
小
学

校
入
学
前
と
な
っ
て
い
る
現
在
の

支
給
期
間
を
、
育
児
支
援
の
強
化

と
い
う
観
点
か
ら
、
三
歳
未
満
の

時
期
に
重
点
を
置
く
よ
る
に
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
幼
児
期
が
人

間
形
成
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
時

期
で
あ
る
こ
と
育
児
に
手
が
か
か

り
母
親
の
就
業
率
が
低
い
こ
と
、

親
の
年
齢
が
若
く
収
入
が
低
い
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

▼
三
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
ま

で
支
給
こ
れ
ま
で
は
、
小
学
佼

入
学
前
と
し
て
い
た
た
め
一
律
に

年
度
末
（
三
月
）
ま
で
支
給
し
て

い
ま
し
た
。
改
正
後
は
、
誕
生
月

の
翌
月
か
ら
三
歳
の
誕
生
日
の
属

す
る
月
ま
で
の
三
十
六
ヵ
月
分
か

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
額

第
一
子
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

（
O
円
）

第
二
子
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

（
2
、
5
0
0
巴

第
三
子
以
降
1
0
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

（
5
、
0
0
0
円
）

　
　
　

（
）
は
改
正
前

　

昭
和
五
十
年
以
降
、
児
童
手
当

の
支
給
額
は
、
据
え
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て

今
回
の
改
正
で
は
、
現
行
の
二
倍

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
期
間
に
圓
す
る

　
　
　
　

経
過
措
置

　

支
給
期
間
が
小
学
佼
入
学
前
か

ら
三
歳
未
満
に
変
更
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
す
で
に
手
当
を
受
給
す

て
い
る
こ
と
を
配
慮
し
て
、
平
成

四
年
一
月
か
ら
一
年
に
一
歳
ず
つ

段
階
的
に
支
給
期
間
を
改
定
し
、

平
成
六
年
一
月
か
ら
三
歳
未
満
と

な
る
よ
う
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
図
①
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

　

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
第
一

子
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
施
行
の

時
点
（
平
成
四
年
一
月
一
日
）
で

一
歳
未
満
を
対
象
と
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
三
年
一
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

図
①



経過措置による受給権消滅時期

新
制
度
に
よ
る
認
定
請
求
は

ｎ
‥
月
1
詞
J
～
I
詞
帥
詞
】

請
求
が
な
け
れ
ば
支
給
で
き
ま
せ
ん

　

支
給
対
象
の
第
一
子
へ
の
拡
大

に
伴
い
、
新
制
度
に
よ
る
受
給
者

が
、
施
行
時
か
ら
円
滑
に
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
、
認
定
請
求

の
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
請
求
の
特
例
期
間
は
、
平

成
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
新

制
度
で
受
給
の
対
象
と
な
る
場
〈
‥

は
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は

申
請
主
義
を
採
っ
て
お
り
ま
す
。

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
認
定
請
求

が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

中
途
で
気
が
付
い
て
請
求
し
て
も

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
は
行
わ
ず

認
定
請
求
の
翌
月
か
ら
し
か
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

A。現在は、2人目に月額2，500円か

　

支給されています。4年1月からは

　

新たに1人目も対象となり、合わせ

　

て10，000円支給されます。3人目が

　

生まれますと、誕生日の翌月からさ

　

らに10，000円増額され、それぞれ満

　

3歳の誕生月まで支給されることに

　

なります。

貧間楢
Q。2歳（元。5．16生）と0歳（3．7．

　

16生）の子どもがおり、受給してい

　

ます。新制度では●●●●●●

A。3年12月まで2人目に月2，500円

　

を支給。4年1月からは，5，000円

　

となります。

Q．A子11歳、B男6歳（60．1A6生）

　

C子4歳（62．8．2生）がいて、現在

　

B男●C子に手当が出ていますが新

　

制度では．●●●●

A。3年12月までは、今までどおり

　

月額7，500円支給。4年1月から、

　

B男は5歳以上のため支給されませ

　

んが、第3子のC子に月額10，000円

　

を支給。4年8月で満5歳になるた

　

め9月から受給資格は消滅します。

Q。3．10．15生の双子がおり、受給中

　

です。4年にもう一人生まれますが

　

新制度では●●●●●●●

児
童
に
関
す
る

　

そ
の
他
の
助
成
制
度

◆
乳
児
医
療
費
助
成
一
歳
未
満

　

の
乳
児
に
か
か
る
保
険
対
象
診

　

療
の
本
人
負
担
分
を
助
成
し
ま

　

す
。
た
だ
し
、
他
法
に
よ
る
給

　

付
が
あ
る
場
〈
‥
は
、
給
付
額
が

　

控
除
さ
れ
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
二
十
歳

　

未
満
の
障
害
児
を
監
護
す
る
父

　

母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

　

れ
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
父
親
の
い
な

　

い
家
庭
の
児
童
や
、
父
親
が
身

　

体
障
害
者
一
級
程
度
の
障
害
を

　

持
つ
家
庭
の
児
童
を
監
護
す
る

　

母
ま
た
は
養
育
者
に
、
児
童
が

　

十
八
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
手

　

当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◆
母
子
家
庭
修
学
助
成
事
業
児

　

童
が
十
八
歳
に
達
し
た
こ
と
に

　

よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
が
消
滅

　

し
た
家
庭
の
う
ち
、
児
童
が
高

　

校
に
在
学
中
の
場
合
に
、
卒
業

　

ま
で
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
　

（
遺
族
年
金
受
給
者
を
含
む
）

◆
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
児

　

童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る
児

　

童
お
よ
び
そ
の
母
（
年
金
受
給

　

者
を
含
む
）
に
対
し
て
、
医
療

　

費
を
助
成
し
ま
す
。

　

児
童
手
当
や
そ
の
他
の
制
度
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役

所
内
福
祉
事
務
所
児
童
係
（
酋

6
6
●
1
1
1
1
内
線
4
7
5
）
へ



9月定例

市議会

越前おおの歴史の路整備などに

10億29万円を補正

　

九
月
定
例
市
議
会
が
、
九
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
三
年
度
一
般
会
計
…
特
別
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
十
－
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
リ
可
決
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
十
億
二
十

九
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
当
初
か
ら
の
累
計
額
は
、

百
三
十
億
二
千
七
百
四
十
八
万
六

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
訳
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
（
★
は
新
規
事
業
）

総
務
費

★
ふ
れ
あ
い
会
館
建
設
事
業
・
：
千

　

九
百
五
十
八
万
円
春
日
児
童

　

館
跡
地
に
市
立
集
会
所
を
設
置

　

し
ま
す
。

…
減
債
基
金
積
立
…
ニ
億
八
千
九

　

百
万
円
市
債
償
還
金
を
減
ら

　

す
た
め
の
基
金

…
土
地
開
発
基
金
積
立
…
一
億
六

　

千
二
百
万
円
公
共
事
業
の
用

　

地
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金

民
生
費

・
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助

　

…
千
六
百
六
十
七
万
円
大
野

　

和
光
園
増
築
事
業
の
補
助

★
高
齢
者
保
健
福
祉
基
金
積
立
…

　

六
千
万
円
高
齢
者
の
在
宅
福

　

祉
な
ど
に
利
子
を
運
用

★
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
チ
ー

　

ム
運
営
推
進
事
業
・
：
百
四
十
七

　

万
円
家
庭
奉
仕
員
相
互
の
研

　

修
や
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

★
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
五

　

百
五
十
万
円
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に

　

専
用
バ
ス
で
家
庭
を
訪
問

労
働
費

★
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
野
駐
車
場

　

拡
張
事
業
…
九
百
二
十
三
万
円

　

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
の
駐
車

　

場
を
拡
張

農
林
水
産
業
費

・
集
落
拠
点
施
設
整
備
事
業
補
助

　

・
：
九
百
万
円
七
板
集
落
セ
ン

　

タ
ー
、
土
五
条
方
共
同
作
業
所

★
新
規
就
農
促
進
対
策
事
業
…
百

　

二
十
万
円
四
十
未
満
の
新
規

　

就
農
希
望
者
の
調
査

★
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
事
業

　

（
条
件
整
備
）
補
助
・
：
五
百
六
十

　

I
万
円
ソ
バ
・
大
豆
用
コ
ン

　

パ
イ
ン
二
台
購
入
補
助

★
良
食
味
米
等
産
地
育
成
事
業
補

　

助
・
：
百
万
円
有
機
質
肥
料
な

　

ど
に
よ
る
良
食
味
米
実
証
圃

★
花
き
新
産
地
育
成
事
業
補
助
・
：

　

百
万
円
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の

　

栽
培
実
証
圃

・
大
野
市
特
産
野
菜
生
産
安
定
事

　

業
負
担
金
．
：
五
百
万
円
特
産

　

野
菜
の
安
値
補
て
ん
基
金
積
立

★
若
狭
牛
の
里
づ
く
り
総
合
対
策

　

事
業
（
若
狭
牛
生
産
施
設
整
備

　

補
助
・
：
百
九
十
五
万
円
蓄
舎

　

建
設
費
補
助

★
下
黒
谷
地
区
1
場
整
備
新
規
採

　

択
調
査
事
業
・
：
五
百
－
二
十
万
円

　

平
成
四
年
度
施
工
県
営
圃
場
整

　

備
事
業
調
査
費

★
県
単
水
難
防
止
対
策
事
業
…
三

　

百
三
十
万
円
用
排
水
路
周
辺

　

の
危
険
個
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

　

を
設
置

土
木
費

●
屋
根
融
雪
化
促
進
事
業
補
助
…

　

六
百
万
円
住
宅
の
地
下
水
を

　

使
用
し
な
い
屋
根
融
雪
補
助

★
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備
事

　

業
・
：
一
億
九
千
五
百
万
円
二

　

ヵ
年
継
続
事
業
で
七
間
線
を
石

　

畳
風
に
補
装

…
市
単
道
路
改
良
事
業
…
三
千
三

　

百
八
万
円

★
橋
梁
点
検
事
業
：
Å
百
万
円

　

市
道
に
架
か
る
僑
の
点
検

●
市
単
河
川
改
良
事
業
・
：
六
千
四

　

百
四
十
万
円

教
育
費

★
下
庄
公
民
館
陶
芸
作
業
所
新
築

　

等
事
業
．
：
三
百
十
五
万
円

★
図
書
館
自
転
車
小
屋
新
築
事
業

　

・
：
二
百
九
十
一
万
円

★
真
名
川
憩
い
の
島
整
備
事
業
…

　

六
千
六
百
四
十
三
万
円
現
在

の
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

拡
張
し
、
三
ヵ
年
で
野
球
場
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
広
場
な
ど
を
新
設
。

新
教
育
委
員
に
北
岑
氏

　

定
例
市
議
会
最
終
日
の
九
月
二

十
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
の
任
命
（
任
期
四
年
）
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
任
期

三
年
）
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
（
任
期
三
年
）
の
推
薦
お

よ
び
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補

充
員
（
任
期
四
年
）
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

○
教
育
委
員
会
委
員

北
岑
武
夫
（
4
5
歳
・
牛
ヶ
原
）
新
任

○
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員

高
井
精
二
（
5
8
歳
・
平
沢
）
新
任

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

明
石
‥
借
手
（
6
7
歳
・
中
津
川
）
再
任

○
選
挙
管
理
委
員

長
谷
川
研
一
（
6
6
歳
・
本
町
）
再
任

長
谷
川
久
（
6
7
歳
・
中
保
）
新
任

永
田
房
f
（
6
7
歳
・
新
圧
）
再
任

松
田
孝
信
（
6
6
歳
・
土
野
）
新
任

（
補
充
員
は
省
略
）



エキサイティング

スポーツ

情報

明治公園に

硬式・軟式併用のテニスコート3面

10月1日からオープン

ナ
イ
タ
ー
も
完
備

　

テ
ニ
ス
フ
ァ
ン
待
望
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
三
面
が
、
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
西
側
に
あ
る
明
治
公
園
の
一
角

に
完
成
し
ま
し
た
。
全
天
候
や
で

砂
入
り
の
硬
式
・
軟
式
併
用
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
す
。
総
事
業
費
は

二
千
三
百
万
円
。
九
月
に
は
、
千

二
百
万
円
を
か
け
て
四
基
の
ナ
イ

タ
ー
照
明
（
水
銀
灯
）
も
完
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
申

し
込
み
は
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
事

務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
時

間
と
利
用
料
金
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
、
テ
ニ
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。

明白公園尹こス個個用料。

区分

昼間 夜間
超過料金

1時間当たり
8：30

～12：00
12：00
～17：00

17：00
～21：30

刄

用

大会　

（1コート）
3，000 3，000 3，000 1，000

練習　

（1コート）
1，200 1，200 1，200 400

個

人

一般 2時間150 100

高校生 2時間100 50

中学生以下 2時間50 20

申し込みは、エキサイト広場事務所へ

　

豊66－1433（桜塚町601番地）

・
奥
越
駅
伝
競
争

　

締
切
は
1
0
月
2
9
日

日
時
H
月
1
0
日
⑥
午
前
1
0
時
よ

　

り
開
会
式
（
雨
天
決
行
）

受
付
会
場
大
野
市
役
所
駐
弔
場

競
技
種
目
1
部
（
一
般
及
び
大

　

学
生
の
男
子
）
2
部
（
学
校
単

　

位
の
高
校
男
子
）
3
部
（
学
校

　

単
位
の
中
学
男
子
）
4
部
（
高

　

校
女
子
・
一
般
女
子
）
5
部

　

（
学
校
単
位
の
中
学
女
子
）

コ
ー
ス
ー
・
2
部
（
7
区
）
＝

　

市
役
所
～
蕨
生
往
復
（
3
6
・
2

　

㎞
）
、
3
・
4
・
5
部
（
5
区

　

＝
市
役
所
～
阿
難
祖
地
頭
方
往

　

復
（
1
4
・
O
㎞
）

申
込
方
法
一
般
は
代
表
者
、
中

　

・
高
佼
生
は
学
校
長
よ
り
、
所

　

定
の
用
紙
に
保
険
料
（
一
人
1
0
0

　

円
）
を
添
え
て
。

申
込
先
〒
9
1
2
大
野
市
平
神
町
一

　

－
一
市
教
育
委
員
会
体
育
課
内

　

第
2
8
回
奥
越
駅
伝
競
争
大
会
事

　

務
局
（
酋
6
6
・
―
―
―
―
内
線

　

5
3
1
）

申
込
締
切
1
0
月
2
9
日
⑧
ま
で

＊
詳
し
く
は
大
会
要
項
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

●
奥
越
マ
ラ
ソ
ン

　

勝
山
大
会
募
集
中

日
時
H
月
2
4
日
⑨
午
前
1
0
時
3
0

　

分
よ
り
開
会
式

受
付
会
場
勝
山
中
部
中
学
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
小
学
生
（
5
・
6
年

　

生
）
以
上
な
ら
誰
で
も
可
。
親

　

子
の
部
は
小
学
四
年
生
以
下
。

参
加
費
小
・
中
学
生
＝
4
0
0

　

円
、
高
校
生
＝
5
0
0
円
、
一

　

般
・
親
子
一
組
＝
I
、
0
0
0
円

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

参
加
料
を
添
え
て
（
電
話
申
込

　

は
不
可
）
、
郵
送
の
場
合
は
現
金

　

書
留
で
）

申
込
先
〒
9
1
2
大
野
市
大
神
町
一

　

－
一
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行

　

政
事
務
組
合
（
酋
6
6
・
―
―
―

　

I
内
線
2
9
1
）

申
込
締
切
1
0
月
2
3
日
④

＊
種
目
、
ス
タ
ー
ト
時
間
は
、
大

　

会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



●

　　

十～F∧まニ。

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す

検
診
で
早
期
発
見
、
食
生
活
で
予
防
を

　

大
腸
が
ん
が
、
急
速
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
元

年
で
は
、
が
ん
死
亡
の
四
位
で
し
た
が
、
十
数
年
後
に
は

二
位
に
浮
上
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
型

の
食
生
活
が
多
く
な
り
、
食
物
繊
維
の
摂
取
量
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
食
生
活
を
見
直
し
、
定
期
点
検
で
早
期

発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

福
井
県
で
は
、
平
成
元
年
に
約

三
十
万
人
が
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
、
千
三
十
六
人
が
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
十

三
人
に
大
腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
、
が

ん
対
策
の
も
っ
と
も
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
医

師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
血
便
＝
大
腸
が
ん
の
初
期
症
状

　

で
顕
著
な
の
は
、
便
に
血
が
混

　

じ
る
こ
と
で
す
。
特
に
血
と
と

　

も
に
粘
膜
が
み
ら
れ
る
と
き
は

　

要
注
意
で
す
。

②
便
秘
・
下
痢
＝
今
ま
で
の
便
通

　

の
リ
ズ
ム
が
く
ず
れ
、
便
秘
や

　

下
痢
を
繰
り
返
し
た
り
、
便
が

　

細
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

③
貧
血
＝
出
血
が
続
く
と
、
め
ま

　

い
や
た
ち
く
ら
み
な
ど
の
貧
血

　

症
状
が
お
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
大
腸
が
ん

特
有
の
症
状
で
は
な
い
た
め
、
う

っ
か
り
見
逃
し
て
し
ま
う
ヶ
－
ス

が
あ
り
ま
す
。

検
診
は
最
大
の
予
防

増
え
続
け
て
い
る
大
腸
が
ん
も

早
期
が
ん
で
処
置
し
た
場
合
は
、

約
九
〇
％
と
い
う
高
い
治
癒
率
が

示
さ
れ
て
お
り
、
集
団
検
診
な
ど

に
よ
る
早
期
発
見
の
重
要
性
が
裏

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
大
腸
が
ん
検
診

　

（
便
潜
血
反
応
検
査
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
肉
眼

で
は
見
え
な
い
小
量
の
出
血
で
も

わ
か
り
、
初
期
の
大
腸
が
ん
発
見

に
有
効
で
す
。
こ
の
検
査
で
出
血

が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
注
射
X
線

検
査
や
内
視
鏡
検
査
な
ど
の
精
密

検
査
を
受
け
ま
す
。

　

自
分
で
は
健
康
だ
と
自
信
が
あ

っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
人
は
進
ん

で
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

①
五
十
歳
以
上
で
、
特
に
高
脂
肪

　

低
繊
維
食
の
人

②
本
人
ま
た
は
家
族
が
、
大
腸
が

　

ん
や
ポ
リ
ー
プ
と
い
わ
れ
た
人

③
難
治
性
大
腸
炎
、
胆
の
う
疾
患

　

に
か
か
っ
て
い
る
人

予
防
は
食
生
活
が
大
切

　

大
腸
が
ん
が
増
え
て
い
る
理
由

の
一
つ
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
で

す
。
大
腸
が
ん
が
多
い
欧
米
で
は

肉
食
（
動
物
性
脂
肪
）
が
中
心
で

穀
類
、
芋
、
豆
、
海
草
な
ど
は
あ

ま
り
食
べ
ま
せ
ん
。

　

食
物
繊
維
を
多
く
取
る
と
、
便

の
量
が
増
え
て
便
秘
を
予
防
す
る

た
め
、
発
が
ん
物
質
の
働
き
を
弱

め
ま
す
・
ビ
タ
ミ
ン
A
や
C
t
）
、

発
が
ん
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
の
食
生
活
に
は
、
繊
維

質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
に
含
ま

れ
る
食
べ
物
を
欠
か
さ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

参
加
者
募
集
中

日
時
1
0
月
1
0
日
④
午
前
9
時
～

　

午
後
3
時

集
合
市
保
健
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
↓
深
井

　

↓
右
近
次
郎
↓
エ
キ
サ
イ
ト
広

　

場
↓
保
健
セ
ン
タ
ー
（
約
7
．

　

3
キ
ロ
）

持
ち
物
弁
当
。
水
筒
、
敷
物
、

　

雨
具

参
加
費
無
料

参
加
対
象
ど
な
た
で
も
。
小
学

　

3
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

定
員
2
0
0
人

申
込
1
0
月
8
日
⑧
正
午
ま
で
に

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3

　

3
3
）
ま
で
竃
話
で

お
楽
し
み
企
画
万
歩
計
（
1
8
歳

　

以
L
）
と
完
歩
賞
が
も
ら
え
る

　

ほ
か
、
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
も
あ

　

り
ま
す
。

難1函口J・、mj“；ま；。ま；ぼj’省まJ4弧ま｜



暮
ら
し
の

「
7
吟
流
々
ス

賞戦期肩過留迦ら

あなたは保存期間と

思い違いしていませんか

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
食
品
を
買
う
際
、
「
賞
味
期
間
」
を

必
ず
確
認
す
る
人
を
、
最
近
よ
く
見
か
け
ま
す
。
大
型
冷

蔵
庫
の
普
及
に
よ
り
、
ま
と
め
買
い
を
す
る
家
庭
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
「
賞
味
期
間
」
を
過
ぎ
た
ら
さ
っ
さ
と
捨

て
て
し
ま
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
「
賞
味
期
間
」
の
も

つ
意
味
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

　

消
費
者
の
健
康
志
向
、
安
全
志

向
が
高
ま
り
、
新
鮮
で
安
全
か
つ

お
い
し
い
も
の
を
買
う
た
め
の
目

安
に
、
賞
味
期
間
を
表
示
し
た
食

品
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
賞
味
期
間
と
は
い
っ
た

い
何
で
し
ょ
う
。
J
A
S
法
（
農

林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）
で
は

　

「
容
器
包
装
の
開
か
れ
て
い
な
い

製
品
が
、
表
示
さ
れ
た
保
存
方
法

に
従
っ
て
保
存
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
食
味
及
び
品
質
特
性
を
十
分

保
持
し
う
る
と
製
造
業
者
が
認
め

た
期
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
わ

か
り
や
す
く
言
え
ば
「
未
開
封
の

状
態
で
、
表
示
に
従
っ
て
正
し
い

保
存
を
し
た
と
き
に
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
期
間
一
の
こ
と
で
す

表
示
の
I
・
五
倍
は
安
心

　

食
品
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
は
賞
味
期
間
を
過
ぎ
て
も
可

食
可
能
期
間
が
あ
っ
て
、
即
、
食

べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
考

え
方
の
相
違
は
あ
り
ま
す
が
、
保

存
方
法
を
守
れ
ば
表
示
の
I
・
五

倍
ぐ
ら
い
の
期
間
は
大
丈
夫
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

賞
味
期
間
を
保
存
で
き
る
期
間

と
思
い
違
い
を
し
て
い
る
人
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
「
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
期
間
」
の
こ
と

で
す
。
賞
味
期
限
ぎ
り
ぎ
り
の
食

品
が
、
よ
く
値
引
き
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
賞
味
期
間
内
で
あ
れ

ば
品
質
的
に
は
な
ん
ら
問
題
は
な

く
、
お
買
い
得
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

食
品
価
格
を

　
　

高
く
す
る
原
因
に
も

　

福
井
県
は
食
品
価
格
が
高
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
平
成
二
年
度
県
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
等
ア
ン
ケ
ー
ト

　

「
暮
ら
し
向
き
と
購
買
行
動
」
に

よ
る
と
、
県
内
の
消
費
者
は
、
鮮

度
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、
少

な
か
ら
ず
食
品
価
格
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
日
の
日
付
の
あ
る

牛
乳
を
選
ぶ
人
が
多
け
れ
ば
、
そ

の
ほ
か
は
賞
味
期
間
内
で
あ
っ
て

も
売
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

販
売
側
で
は
、
賞
味
期
間
の
長
い

商
品
を
置
く
た
め
、
早
め
に
メ
ー

カ
ー
に
返
品
し
て
、
替
わ
り
の
商

品
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
流
通
経
費
が
か
さ

み
、
返
品
商
品
を
ご
み
と
し
て
処

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら

が
コ
ス
ト
に
は
ね
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

新
鮮
な
も
の
を
求
め
す
ぎ
る
と

こ
う
し
た
弊
害
も
生
ま
れ
ま
す
。

表
示
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、

食
品
の
内
容
や
特
質
を
知
っ
て
無

駄
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

賞味期間●賞味期限の表示が

必要なJASマーク付き食品

賞

味

期

間

豆乳類・ベーコン類・ハム類

・ソーセージ類●チルドハン

バーグステーキ・魚肉ハムお

よびソーセージ・塩蔵ワカメ

・チルドミートボール・風味

かまぼこ・頓物性たん白質・

農産物漬物・かりんとう・即

席めん類・凍とうふ●ドレッ

シング・トマト加工品・マー

ガリン・サクランボ砂糖漬・

ジャム類・チルドぎようざ類

賞
味
期
限

乾燥ワカメ・干ししいたけ●

乾めん類・農産物漬物（賞味

期間が三ヵ月を超えるもの）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

いっぱい落ちてるね

＜る一ぶ登場 yツ［同lレ・＝・9刊姻自

手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
上
昇
中

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
地

域
や
職
場
で
、
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
で
も
・
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

大
野
市
で
も
、
四
年
前
に
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
き
、
普
及
に
努
め

ま
し
た
。
こ
の
時
の
参
加
者
が
仲

間
を
誘
っ
て
、
今
も
毎
週
火
曜
日

の
夜
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
上

庄
、
小
山
、
下
庄
な
ど
か
ら
約
三

十
人
が
集
ま
り
ま
す
が
、
大
半
の

人
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
は
な

い
そ
う
で
す
。

　

県
内
で
は
丹
南
地
区
が
盛
ん
で

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
正
式
な
ル

ー
ル
は
、
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

近
く
統
一
ル
ー
ル
を
制
定
す
る
動

き
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、
市
体
育

指
導
員
の
山
田
喜
久
三
さ
ん
（
4
0

歳
・
春
日
三
）
で
す
。
山
田
さ
ん

は
「
年
齢
を
問
わ
ず
手
軽
に
で
き

ま
す
の
で
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。
ル
ー
ル
ガ
イ

ド
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
講
習

会
な
ど
の
要
請
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
」
と
意
欲
的
に

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

簡
単
に
ル
ー
ル
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
四
人
制
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

の
コ
ー
ト
を
使
用
。
サ
ー

ブ
は
一
回
で
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト

の
高
さ
は
二
打
、
円
周
七

十
八
惣
の
ゴ
ム
製
の
ボ
ー

ル
を
使
い
、
一
セ
ッ
ト
十

五
点
で
す
。

　

八
月
か
ら
仲
間
入
り
し

た
米
村
美
保
さ
ん
（
3
4
歳

・
美
里
町
）
は
「
育
児
が

一
段
落
し
た
の
で
、
健
康
の
た
め

に
と
始
め
ま
し
た
。
四
人
制
な
の

で
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
機
会
が
多
く

楽
し
い
で
す
。
肩
こ
り
も
と
れ
ま

し
た
よ
」
と
大
粒
の
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
酋
6
6
・
0
0
4
1

（
山
田
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヤングコーナー

マ
ン
ガ
サ
ー
ク
ル
を

　

作
っ
て
み
た
い
な

　

安川早苗

（20歳・医王寺）

　

マ
ン
ガ
が
大
好
き
な
私
は
、
幼

稚
園
の
こ
ろ
か
ら
見
様
見
ま
ね
で

書
い
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
、

福
井
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
マ
ン
ガ
の
作
品

展
を
見
て
、
来
年
は
絶
対
に
応
募

し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
第
2
回
県
漫
画
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
優

秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
と
漫
画

を
応
募
し
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
イ
ラ
ス
ト
の
方
が
よ
く

描
け
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ン
ガ
は
、
A
4
判
の
六
枚
の

作
品
で
、
ホ
テ
ル
に
忍
び
込
ん
だ

ど
ろ
ぼ
う
が
発
煙
筒
を
た
い
て
火

事
に
見
せ
か
け
、
金
品
を
盗
も
う

と
し
て
い
た
ら
、
逃
げ
遅
れ
た
女

の
子
を
見
つ
け
て
助
け
た
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
製
作
は
、
三

週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
趣
味

の
域
を
脱
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

だ
け
に
、
今
度
の
受
賞
を
意
義
深

い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
日
本
漫
画
家
協
会

会
員
の
松
田
テ
ル
オ
さ
ん
が
お
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
仲
間
ら

し
い
大
は
知
り
ま
せ
ん
。
私
か
今

回
応
募
し
た
目
的
は
、
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
は
、
自
分
の
作
品

が
他
人
か
ら
ど
ん
な
評
価
を
受
け

る
の
か
知
り
た
か
っ
た
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
こ
つ
こ
つ
と
マ
ン
ガ

を
描
い
て
い
る
人
の
発
奮
材
料
に

と
思
っ
た
の
で
す
。
身
近
に
い
る

人
に
呼
び
か
け
、
仲
間
が
で
き
た

ら
な
あ
と
。

　

も
し
仲
間
が
で
き
た
ら
、
サ
ー

ク
ル
を
作
り
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
お
互
い
の
技
術
を
交
換
し

合
い
、
い
い
ラ
イ
バ
ル
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
来
年
も
必
ず
応
募

し
ま
す
。



私屯，勺・X≒こjk’

有
終
会
館
に
屋
外
の
行
事
案
内
板
を

図

　

大
野
有
終
会
館
が

立
派
に
再
生
さ
れ
て

以
来
、
全
国
的
な
イ

ペ
ン
ト
や
各
種
市
民
グ
ル
ー
プ
の

活
動
拠
点
と
し
て
多
目
的
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
誠
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
有
終
会
館
で
行
わ

れ
て
い
る
行
事
が
何
な
の
か
は
、

目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る
人
以
外
に

は
た
い
へ
ん
わ
か
り
に
く
い
と
思

い
ま
す
。
行
事
が
だ
れ
で
も
わ
か
り

通
行
人
が
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み

よ
う
か
と
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、

三
番
通
り
に
面
し
て
立
て
看
板
を

設
置
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

企
画
さ
れ
た
行
事
を
さ
ら
に
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
生

き
た
行
事
に
な
る
こ
と
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
も
の
で
す
。

（
田
中
孫
兵
衛
・
5
7
歳
・
新
庄
）

集
A
書

　

大
野
有
終
会
館
は

皆
さ
ん
の
「
心
の
ふ

れ
あ
い
の
場
」
と
し

て
、
ま
た
教
育
●
文
化
●
福
祉
な

ど
の
向
上
に
と
、
幅
広
く
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘

の
と
お
り
、
毎
日
ど
の
よ
う
な
行

事
が
開
催
さ
れ
て
い
る
か
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
会
館
の
玄
関
前
に
は
、

毎
日
の
行
事
名
・
場
所
●
時
間
な

ど
を
表
示
し
、
特
に
大
き
な
行
事

は
、
主
催
者
側
で
立
看
板
を
道
路

沿
い
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
べ

き
行
事
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広

報
お
お
の
や
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
対
処

し
て
い
ま
す
。

　

道
路
沿
い
に
行
事
案
内
板
を
設

置
す
る
と
い
う
ご
意
見
も
一
つ
の

方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

経
費
や
管
理
、
運
営
上
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ

チ
し
た
行
事
案
内
板
と
も
な
れ
ば

相
当
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
し
、

車
社
会
の
今
日
、
設
置
し
た
効
果

も
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
面
倒
で
す

が
、
玄
関
前
の
行
事
案
内
板
を
ご
覧

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

大
野
有
終
会
館
は
、
休
館
日
以

外
は
い
つ
で
も
自
由
に
出
入
り
で

き
ま
す
。
本
館
一
階
は
ロ
ビ
ー
に

な
っ
て
お
り
、
く
つ
ろ
い
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
館
長
・
加
藤
健
二

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W綺瞼

少
年
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
て
1
5
年

俵
哲
郎
さ
ん
（
4
3
歳
．
中
挟
3
）

　

秋
の
気
配
が
漂
う
真
名
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
に
声

援
を
送
る
俵
哲
郎
さ
ん
。

　

俵
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
一
年
か

ら
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
を
さ
れ

今
年
で
十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

当
初
、
市
内
に
は
大
野
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
し
か
な
く
、
各

学
校
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
が
集
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
昭
和
五
十
四
年
、

五
十
五
年
と
県
大
会
を
制
覇
し
て

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出

場
し
た
こ
と
か
ら
少
年
サ
ッ
カ
ー

人
口
が
急
増
。
そ
の
後
、
学
校
単

位
に
ク
ラ
ブ
が
で
き
、
現
在
は
四

チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
終
西
小
学
校
を
中
心
と
す
る

F
C
お
お
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
俵
さ

ん
は
、
「
仕
事
（
造
園
業
）
が
終

わ
る
と
、
練
習
日
に
は
仕
事
着
の

ま
ま
直
行
し
て
指
導
す
る
こ
と
も

多
く
、
子
供
た
ち
か
ら
冷
や
か
さ

れ
る
ん
で
す
。
プ
レ
ー
や
マ
ナ
ー

な
ど
を
き
ち
ん
と
で
き
る
子
に
な

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
少
年

サ
ッ
カ
ー
は
、
子
供
・
指
導
者
・

親
が
三
身
一
体
と
な
る
こ
と
が
大

事
で
、
遠
征
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の

勉
強
に
な
り
ま
す
ね
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
底
辺
を
広
げ
た
い

と
始
め
た
指
導
で
す
が
、
当
初
に

教
え
た
子
供
た
ち
が
、
中
学
や
高

校
な
ど
で
活
躍
し
、
社
会
人
に
な

っ
た
今
、
指
導
者
と
し
て
古
巣
に

戻
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
知
ら
せ

●
簡
易
保
険

　
　

似
顔
絵
作
品
展

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
幼
児
を
対

象
と
す
る
第
9
回
簡
易
保
険
似
顔

絵
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
1
0
月
1
2
日
①

作
品
用
紙
郵
便
局
に
用
意
し
て

　

あ
り
ま
す
（
無
料
）

作
品
展
示
1
0
月
2
1
日
～
3
1
日

　

郵
便
局
窓
口
ロ
ビ
ー

・
大
野
市
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
1
0
月
2
0
日
⑧
開
会
式
午

　

前
8
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

競
技
方
法
9
人
制
で
4
号
球
使

　

用
、
ネ
ッ
ト
2
0
5
m
、
コ
ー
ト
1
8

　

×
9
m

参
加
費
2
、
0
0
0
円

申
込
先
小
林
紀
子
（
本
町
9
1

　

1
8
容
6
6
・
4
4
4
3
）
ま
で

・
大
野
青
年
の
家

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
H
月
3
日
面
午
前
9
時

会
場
大
野
青
年
の
家
体
育
館

申
込
方
法
1
0
月
2
6
日
①
ま
で
に

　

大
野
青
年
の
家
（
中
野
5
7
1
6

　

－
―
酋
6
5
・
7
1
0
3
）
ま

　

で
電
話
で



独り暮らしの老人宅

もしもに備えて総点検

　

敬老の日を前に、独り暮らしの老人

宅を訪れ、火の取り扱いや漏電の千エ

ック、健康状態などの点検が行われま

した。消防署が電力会社と市家庭奉仕

貝の協力を得て、市内131世帯を巡回

消火器の未設置、もしもの時の連絡先

や避難しやすい1階で寝ることなど細

かく指導しました。改善が必要な点は

忘れないうちに対処してください。

婦人を対象に

自転車安全運転講習会

　

婦人を対象にした自転車安全運転講

習会が、8月25日に行われました。幼

稚園から高校生の講がや指導は実施し

ていましたが、婦人は初めて。有終会

館裏駐車場に交差点や歩道を設定した

コースで、28人が実技指導を受けまし

た。10月には、お年寄りを対象にした

講習会も予定されています。

長
寿
を
祝
い
、
山
内
市
長
ら
が
1
0
0
人
を
慰
問

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
山
内
市
長
、
斉
藤
助
役
、
吉
村
収
入
役
が
市
内
の
高

齢
者
を
訪
れ
、
記
念
品
な
ど
を
贈
っ
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
慰
問
は
3
日

か
ら
5
日
ま
で
行
わ
れ
、
米
寿
を
迎
え
た
9
2
人
と
9
5
歳
の
5
人
、
白
寿
（
9
9

歳
）
3
人
の
計
1
0
0
人
が
対
象
。
お
祝
い
の
品
を
手
に
し
た
お
年
寄
り
ら
は
、

に
こ
や
か
に
応
対
し
て
い
ま
し
た
。

初心者のための

パソコン通信講座開催

　

手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ

で
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
通
信
が
、
8
月
2
4
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
3
0
人
の
な
か
に
は

市
外
か
ら
駆
け
つ
け
た
人
も
。
基
本

操
作
を
習
っ
た
後
、
さ
っ
そ
く
全
国

に
ア
ク
セ
ス
し
、
通
信
を
体
験
し
ま

し
た
。
越
前
お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
は
、

4
回
線
で
運
営
さ
れ
、
現
在
3
8
0
人
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥越各地を見学する

広域行政バス運行

　

8
月
2
2
日
、
大
野
・
勝
山
市
民
ら

1
5
0
人
が
参
加
し
て
、
広
域
行
政
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
六
呂
師
の
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
や
勝
山
市
の
ご
み

最
終
処
分
場
な
ど
を
見
学
。
和
泉
村

の
九
頭
竜
国
民
休
養
地
で
昼
食
後
、

ま
い
茸
工
場
、
穴
馬
民
族
館
を
訪
れ

最
後
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
中

竜
を
探
検
。
外
の
暑
さ
が
う
そ
の
よ

う
な
1
2
0
‐
の
地
底
に
、
子
ど
も
た
ち

が
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

勁勁（硲凧9



包弓（恥ま包湯

インドネシア政府高官

母国の研修生を激励

　

農業視察に来福したサリフディン・

バハルシヤ農業省長官ら一行は、8月

25日に大野市を訪れ、建石正治さん

　

けi条方）方で、住み込みで研修中の

リニ・マルヤニさんを激励しました。

研修生は、県国際農業者交流協会がア

セアン諸国の人材育成に協力すること

を目的に、昭和59年から受け入れてい

るものです。

1ヱ羅二］言コ認羅昆遜

秀作・力作ずらり

有終会館で市美術展

　

第12回市美術展が、8月30日から

9月1日まで開かれ、大勢の市民らが

作品に見入っていました。出品点数は

5部門合わせて177点で、今回は工芸

作品の出品が多かったほか、洋画部門

での抽象画のレベルが高く評価されま

した。写真や絵画では、越美北線に運

行したSLをテーマにした作品が多く

出品されていました。

ク
リ
ー
ム
色
の
か
れ
ん
な
花
を
付
け
る
サ
ト
イ
モ

　

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
サ
ト
イ
モ
の
花
。
サ
ト
イ
モ
科
に
属
す
る
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
花
に
似
た
か
れ
ん
な
花
が
、
葉
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
咲
き
ま
す
。
開

花
さ
せ
た
の
は
、
権
守
栄
一
さ
ん
（
4
8
歳
・
平
沢
領
家
）
で
、
サ
ト
イ
モ
の
P

R
に
な
れ
ば
と
、
植
物
調
節
剤
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
1
0
株
に
塗
布
。
9
月
初
旬
か

ら
幅
約
3
ｙ
、
長
さ
約
3
0
ド
の
円
す
い
状
の
花
を
つ
け
始
め
ま
し
た
。

ふれあいを大切にと

親子クリ拾い大会

　

9
月
1
4
日
、
大
野
公
民
館
主
催
の

親
子
ク
リ
拾
い
大
会
が
、
家
庭
教
育

学
級
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
接
近
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
親
子
4
0
人

は
、
ク
リ
園
で
注
意
事
項
を
聞
い
た

後
、
さ
っ
そ
く
ク
リ
拾
い
に
挑
戦
。

大
粒
の
ク
リ
を
見
つ
け
て
は
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
6
キ

ロ
も
拾
っ
た
人
も
あ
り
、
予
想
以
上

の
収
穫
に
満
足
顔
で
し
た
。

BOXギャラリーに続き

　

「メモるぞう」

　

N
T
T
大
野
支
店
は
、
こ
の
ほ
ど

市
内
6
8
力
所
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
簡

単
な
メ
モ
書
き
が
で
き
る
「
メ
モ
る

ぞ
う
」
を
備
え
ま
し
た
。
利
用
者
か

ら
好
評
で
す
が
、
持
ち
帰
る
人
や
、

壊
す
人
が
い
る
そ
う
で
残
念
で
す
。

B
O
X
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
る
会
も
、
1
0

月
か
ら
約
1
ヵ
月
間
、
市
内
の
幼
稚

園
児
や
保
育
園
児
の
作
品
を
2
5
ヵ
所

の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
展
示
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い



お
知
ら
せ

10月

●
市
民
会
館
の
平
成
4
年

　

利
用
者
受
付
開
始

　

平
成
4
年
度
分
（
平
成
4
年
4

月
1
日
～
平
成
5
年
3
月
3
1
日
）

の
市
民
会
館
利
用
者
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
電
話
で
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
市

民
会
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
1
0
月
1
5
日
④
午
前

　

8
時
3
0
分
か
ら

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
1
0
月
1
日
～
7
日
は

　

「
公
証
週
間
」

　

公
証
役
場
は
、
法
務
大
臣
に
任

命
さ
れ
た
公
証
人
が
公
正
証
書
の

作
成
、
会
社
定
款
の
認
証
、
確
定

日
付
の
付
与
な
ど
を
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

金
銭
貸
借
、
土
地
建
物
の
賃
貸

や
売
買
、
損
害
賠
償
な
ど
の
契
約

を
、
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、

公
文
書
で
す
か
ら
裁
判
や
そ
の
他

の
面
で
強
い
証
拠
力
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
訴
訟
を
起
こ
さ
ず
公
正
証

書
を
利
用
し
て
財
産
の
差
し
押
さ

え
や
、
競
売
の
申
し
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
産
相
続
に

つ
い
て
も
、
遺
言
公
正
証
書
に
し

て
お
け
ば
、
法
律
的
に
も
確
実
安

全
で
す
。
遺
言
者
が
病
気
な
ど
で

出
頭
で
き
な
い
と
き
は
、
公
証
人

が
病
院
や
自
宅
ま
で
出
張
し
ま
す

　

手
続
き
や
費
用
等
に
つ
い
て
、

詳
し
い
こ
と
は
公
証
役
場
で
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〒

9
1
0
福
井
市
中
央
3
丁
目
―
－
1
4

　
　
　
　

三
谷
不
動
産
ビ
ル
3
階

　

福
井
公
証
人
合
同
役
場

（
豊
0
7
7
″
0
・
2
2
・
＜
－
i
i
r
＞
0
0
－
r
t
）

●
暮
ら
し
の
行
政
相
談
所

　

国
、
県
、
市
の
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
心
配
ご
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
7
日
④
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
大
野
有
終
会
館

相
談
員
福
井
行
政
監
察
官

　
　
　
　

県
・
市
行
政
相
談
貝

問
合
先
市
役
所
生
活
環
境
課

　

（
豊
6
6
・
―
―
―
―
内
線
4
6
0

＊
行
政
相
談
は
、
毎
週
第
1
・
第

　

3
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら
、
大

野
有
終
会
館
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
県
の
競
争
入
札
参
加
資

　

格
審
査
の
申
請

　

県
で
は
、
平
成
4
年
度
に
発
注

す
る
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
業
務
建
設
業
、
建
設
関
連

　

業
（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

　

地
質
調
査
、
建
築
設
計
、
補
償

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
道
路
清
掃
）

期
間
①
県
内
に
本
店
の
あ
る
建

　

設
業
者
＝
1
0
月
1
日
～
1
月
1
4

　

日
②
県
内
に
営
業
所
の
あ
る
県

　

外
建
設
業
者
＝
1
月
6
日
～
2

　

月
2
9
日
③
そ
の
他
の
建
設
業
者

　

と
建
設
関
連
業
者
＝
②
と
同
じ

申
請
場
所
①
本
店
所
在
地
を
管

　

轄
す
る
各
土
木
事
務
所
総
務
課

　

②
営
業
所
所
在
地
を
管
轄
す
る

　

各
土
木
事
務
所
総
務
課
③
県
土

　

木
部
監
理
課

＊
詳
し
く
は
、
県
土
木
部
監
理
課

　

（
容
0
7
7
r
o
・
2
1
・
―
―
―
―

　

内
線
3
3
1
4
）
ま
た
は
各
土

　

木
事
務
所
総
務
課
ま
で
。

●
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
　
　
　

教
室
と
大
会

　
　
　

《
教
室
）

日
時
1
0
月
1
4
・
1
7
・
2
1
・
2
5
・

　

2
9
・
3
1
日
’
1
－
1
月
7
∴
1
1
・
1
4
・
1
8

　

日
の
1
0
回
、
午
後
7
時
～
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

対
象
一
般
男
女

定
員
先
着
3
0
人

参
加
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル

申
込
締
切
1
0
月
9
日
⑥

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
に
参

　

加
費
を
添
え
て
、
市
教
育
委
員

　

会
体
育
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
2
）
へ
提
出

　
　
　

《
大
会
》

日
時
1
0
月
2
7
日
⑨
午
前
9
時
～

会
場
小
山
小
学
校
体
育
館

種
目
男
女
シ
ン
グ
ル
、
混
合
ダ

　

プ
ル
ス

参
加
資
格
大
野
市
民

参
加
料
―
、
0
0
0
円
（
保
険
料
、

　

昼
食
代
）

申
込
締
切
1
0
月
1
8
日
②

申
込
先
・
南
口
正
巳
（
南
春
日
野

　

3
3
－
8
容
6
5
・
1
3
2
3
）
へ

・
覚
せ
い
剤
相
談
窓
□

　

人
間
の
心
身
を
む
し
ば
む
覚
せ

い
剤
汚
染
が
全
国
に
広
ま
っ
て
お

り
、
大
野
市
も
そ
の
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

大
野
保
健
所
で
は
、
「
覚
せ
い

剤
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
電
話
・
手
紙
・
来

所
い
ず
れ
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

連
絡
先
〒

9
1
2
天
神
町
一
－
一
大

　

野
保
健
所
「
覚
せ
い
剤
相
談
窓

　

口
」
豊
6
6
・
2
0
7
6
ま
た
は

　

福
井
県
覚
せ
い
剤
相
談
電
話
豊

　

0
7
7
C
O
・
2
1
・
－
＊
C
C
r
－
H
0
0
で

　

も
受
け
付
け
ま
す
。

交通
安全
！
一
’
・
ヲ
タ

一
‘
・
？
シ
ト

浮
か
れ
気
分
の
あ
な
た

と
つ
さ
の
判
断
で
き
ま
す
か

　

今
年
に
入
っ
て
、
県
内
の
交
通
死

亡
事
故
は
、
昨
年
同
期
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、
若

者
・
高
齢
者
・
夜
間
・
高
速
道
路
や

幹
線
道
路
に
関
係
し
た
事
故
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
で
約
九
千
人
の
若
者

が
短
い
一
生
を
終
え
て
い
ま
す
が
、

死
因
の
ト
ッ
プ
は
交
通
事
故
で
す
。

運
転
経
験
の
未
熟
な
初
心
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
二
十
四
人
に
一
人
の
割
合
で

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
。
「
気
付
か

な
か
っ
た
」
「
発
見
が
遅
れ
た
」
な

ど
、
状
況
把
握
や
判
断
ミ
ス
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
た
り
、
浮
か

れ
気
分
で
運
転
し
て
い
る
と
、
と
っ

さ
の
判
断
が
遅
れ
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
安
全
運
転
は
、
操
作
の
腕
前

が
決
め
手
だ
と
信
じ
て
い
る
若
者
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
め
早
め

に
危
険
を
発
見
し
、
的
確
な
状
況
把

握
や
判
断
を
し
て
こ
そ
操
作
の
腕
前

が
生
き
る
の
で
す
。

　

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

安
全
運
転
を
す
る
に
は
「
余
裕
」
と

　

「
ゆ
と
り
」
が
人
嘔
で
す
。



…INFORMATION

・
事
業
主
の
み
な
さ
ん

　

労
働
保
険
に
加
入
を

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
業
種
を
問
わ
ず
す
べ

て
労
働
保
険
（
労
災
保
険
十
雇
用

保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

労
災
保
険
は
、
業
務
災
害
や
通

勤
災
害
で
働
け
な
く
な
っ
た
場
合

労
働
者
や
家
族
に
補
償
給
付
し
ま

す
。
雇
用
保
険
は
、
失
業
中
の
生

活
を
保
障
し
て
、
新
し
い
仕
事
探

し
に
専
念
で
き
る
た
め
の
失
業
給

付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
職
場
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
制
度

で
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
制
度

を
ご
理
解
の
う
え
、
早
急
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

野
【
公
共
職
業
安
定
所
】
（
容
6
6

・
2
4
0
8
）
ま
た
は
大
野
労
働

基
準
監
督
署
（
酋
6
6
・
3
8
3
8
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
下
庄
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
者
募
集

　

下
庄
を
よ
く
す
る
会
で
は
、
下

庄
ま
つ
り
に
不
用
品
な
ど
を
自
由

に
販
売
し
て
も
ら
う
「
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
店
者
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
当
日
、
品
物
を

持
参
し
て
各
自
で
販
売
す
る
も
の

で
、
酒
、
た
ば
こ
、
生
き
物
、
故

障
品
、
化
粧
品
は
除
き
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
0
日
⑧
午
前
9
時
～

　

午
後
3
時

会
場
下
庄
公
民
館

申
込
方
法
1
4
日
⑧
ま
で
に
申
込

　

料
I
、
0
0
0
円
を
添
え
て
下
庄

　

公
民
館
（
中
野
3
－
I
－
1
6
豊

　

6
6
・
2
1
4
2
）
へ

…
国
際
文
通
週
間

　

記
念
切
手
を
発
売

　

1
0
月
6
日
か
ら
1
9
：
i
日
は
、
国
際

文
通
週
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
1
0

月
7
日
⑧
に
国
際
文
通
週
間
記
念

切
手
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

1
2
0
円
切
手
と
8
0
円
切
手
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
I
シ
ー
ト
2
0
0
円
で
す

最
寄
り
の
郵
便
局
で
ど
う
ぞ
。

・
終
戦
当
時
、
税
関
な
ど
へ

　

預
け
た
通
貨
返
し
ま
す

　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

や
証
券
、
ま
た
は
外
地
の
集
結
地

で
総
領
事
館
な
ど
へ
預
け
た
証
券

な
ど
で
、
日
本
へ
送
り
返
さ
れ
た

も
の
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
か
な
り
の
物
件
が
残
っ
て
い

ま
す
。
お
申
し
出
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
ご
家
族
の
方
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
敦
賀
税
関
支
署
福
井
出
張
所

　

（
〒

9
1
0
福
井
市
豊
島
2
丁
目
6
－

3
6
酋
0
7
7
戸
o
・
2
2
・
T
－
［
0
0
C
O
C
v
］

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
1
0
月
か
ら
タ
ッ
ク
ス

　

ア
ン
サ
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

国
税
局
の
税
務
相
談
室
に
寄
せ

ら
れ
る
電
話
相
談
の
う
ち
、
件
数

が
多
く
、
簡
易
・
定
型
的
な
も
の

を
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
の
が
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
シ
ス
テ
ム
で
す
。
税
相
談
の
解

説
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
憶
さ

せ
、
利
用
者
が
電
話
で
相
談
し
た

い
コ
ー
ド
番
号
を
指
定
す
れ
ば
、

自
動
的
に
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
い
え
ば
、
税
の
自
動
電
話

相
談
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

利
用
の
際
、
相
談
さ
れ
る
事
項

の
コ
ー
ド
番
号
を
調
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
コ
ー
ド
表
は
、
税
務

署
、
市
役
所
な
ど
に
備
え
て
あ
る

ほ
か
、
‥
1
1
1
1
一
月
発
行
予
定
の
N
T
T

　

「
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
の
く
ら
し
の

ダ
イ
ヤ
ル
に
も
利
用
方
法
や
コ
ー

ド
表
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

（
福
井
地
域
電
話
番
号
豊
0
7
7

6
1
2
4
－
7
7
6
6
）

…
パ
ー
ト
看
護
婦
募
集

　

市
の
休
日
急
患
診
療
所
で
は
、

パ
ー
ト
勤
務
の
看
護
婦
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
履

歴
書
を
持
参
の
う
え
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
看
護
婦
ま
た
は
准
看

　

護
婦
の
資
格
を
持
つ
4
5
歳
以
下

　

の
人

勤
務
日
時
毎
月
、
日
曜
日
・
祝

　

日
の
う
ち
1
～
2
日
程
度
。
午

　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

賃
金
一
日
、
6
、
2
0
0
円

募
集
人
数
3
人

締
切
1
0
月
3
1
日
④

問
合
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
篠

　

座
1
1
7
1
6
－
1
豊
6
5
・
7
3
3

　

3
）

・
高
年
齢
者
雇
用
に
関
す

　

る
奨
励
金
制
度

　

国
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
促

進
と
、
継
続
雇
用
の
推
進
を
図
る

た
め
の
助
成
処
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。
県
雇
用
開
発
協
会
で
は
、
高

年
齢
者
を
雇
用
ま
た
は
雇
用
予
定

の
事
業
主
を
対
象
に
、
助
成
金
制

度
の
内
容
や
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
9
日
⑧
午
後
1
時

　

3
0
分
よ
り

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
（
中
挾
1
－
1
6
0
6
1

　

－
容
6
5
・
戸
0
（
δ
4
0
）

ご存じですか農作業安全促進奨励金

　

近年、農業生産組織の導入され

る農業機械は、大型で複雑かつ高

性能になっていますが、これに伴

って農作業事故も増えています。

　

市では、農作業の安全を呼びか

ける一方、もしもに備えて農機具

を対象とした傷害保険の加入を促

進しています。

　

さらに農作業安全の意識高揚を

図るため、今年度から農作業安全

促進奨励金を交付しています。

対象団体市内に居住する農業者

　

で組織する生産組織

対象保険農機具を対象とする傷

　

害保険または傷害共済

対象農機具生産組織の所有する

　

農機具（田植機・草刈機・トラ

　

クター・コンバイン…乾燥機…

　

もみすり機・発電機…耕運機・

　

畜産用機械など）

奨励金額掛け金総額15，000円以

　

上＝5，000円，12，000円以上

　

15，000円未満＝4，000円，9，000

　

円以上12，000円未満＝3，000円，

　

6，000円以上9，000円未満こ

　

2，000円，3，000円以上6，000円

　

未満＝1，000円

申請先所定の申請用紙に保険掛

　

け金の領収書の写しを添付して

　

市役所農務課振興係へ提出

　　　　　　　　　　　　　　　

1｀
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森
本

　

森
本
（
中
出
建
一
区
長
●
二
十
二
戸
）
は

阪
谷
僑
を
渡
り
。
松
丸
を
過
ぎ
て
次
の
集
落

で
す
。
区
長
宅
に
隣
接
し
て
道
場
が
あ
り
ま

す
が
、
昔
は
こ
の
集
落
が
阪
谷
地
区
の
中
央

部
に
位
置
す
る
た
め
に
、
そ
こ
で
総
寄
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
集
落
セ
ン
タ
ー
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
上
手
に
は
、
白
山
神
社
が
あ
り
ま

す
。
祭
礼
は
九
月
三
日
で
す
。
境
内
に
は
火

伏
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
が
、
も
と
は
ケ
ヤ
キ

の
大
木
を
伐
採
し
た
と
き
、
そ
の
中
か
ら
出

て
き
た
そ
う
で
。
今
も
切
り
株
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

地
名
の
由
来
で
す
が
、
古
い
歌
に
「
坂
谷

十
八
、
島
十
五
村
、
鐘
の
鳴
る
の
は
森
本
じ

ゃ
」
が
あ
り
ま
す
。
島
は
富
田
村
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
集
落
に
は
森
本
照
護
寺
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
寺
は
、
加
賀
の
森
本
か
ら
阪

谷
に
移
り
、
そ
の
後
福
井
領
主
堀
秀
政
の
懇

請
に
よ
っ
て
福
井
市
に
移
り
ま
し
た
。

　

小
字
名
に
は
長
善
町
、
郷
の
町
が
あ
り
ま

す
が
、
金
山
が
最
盛
期
の
と
き
の
名
残
り
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
本
に
は
、
経
ヶ
岳
西
側
の
溶
岩
台
地
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
白
蛇
が
住
ん
で
い
た

と
い
う
大
神
宮
や
二
つ
の
岩
か
ら
な
る
割
石

な
ど
の
大
岩
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
点
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
岩
は
、
臭
塊
岩
と
い

っ
て
、
今
か
ら
八
十
万
年
前
に
経
ヶ
岳
が
噴

火
し
た
と
き
に
流
れ
出
た
溶
岩
が
固
ま
っ
た

も
の
で
、
塚
原
あ
た
り
に
ま
で
達
し
た
そ
う

で
す
。
川
崎
巧
氏
宅
の
ま
わ
り
に
は
、
大
き

な
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
塚
原
か
ら

運
ば
れ
た
も
の
で
す
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，275世帯 －10世帯

42，059入 －26入

人口 男 20，142入 －10入

女 21，917A －16

7月中の異動－
転入 44入 出生 29人

転出 69入 死亡 30人

市内の交通事故状況（年頭から。計）

件数内訳 平成3年　8月末ヽド成2年8月末増減

総件数 300件 278件 十22件

人

身

事故

件数 85件 120件 －35件

死者 O人 1人 一1人

傷者 115人 160人 －45人

物損事故 215件 158件 十57件

表
紙
の
こ
と
ば

　

9
月
1
8
日
、
中
学
校
連
合
体

育
大
会
が
陽
明
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
手
に
負
け
じ
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
応
援
合
戦
を

展
開
。
走
り
高
跳
び
で
は
、
南

幸
作
君
（
陽
明
中
3
年
）
が
大

会
タ
イ
記
録
に
挑
戦
。
残
念
な

が
ら
記
録
の
達
成
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
他
校
の
選
手
か

ら
の
祝
福
に
満
足
顔
で
し
た
。

編
集
後
記

　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
米
で

す
が
、
明
治
公
園
に
市
街
地
で

最
初
の
本
格
的
な
照
明
付
き
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
。
テ
ニ

ス
大
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
3
ヵ
年
計
画
で
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
野
球
場
も
で
さ

る
そ
う
で
す
。
さ
わ
や
か
な
汗

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

－IR、、見1§・

　

東
京
の
ゲ
テ
モ
ノ
店

の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

に
、
昆
虫
の
サ
ナ
ギ
や

は
虫
類
の
料
理
な
ど
奇

食
・
珍
食
が
並
ん
で
い

た
。
金
さ
え
出
せ
ば
数

限
り
な
い
美
食
も
で
き
る
飽
食
時
代
の
中
で
、

肥
満
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
夢
中
の
人
。
逆

に
拒
食
症
に
悩
む
人
。
成
人
病
予
防
に
食
事
制

限
を
す
る
人
な
ど
「
食
満
ち
て
心
身
の
病
気
を

知
る
」
時
勢
で
あ
る
。
ゲ
テ
モ
ノ
を
楽
し
む
の

は
、
中
年
●
若
年
に
多
く
女
の
子
も
結
構
ハ
シ

ャ
イ
デ
イ
ル
と
い
う
▼
戦
中
。
戦
後
の
食
糧
難

を
体
験
し
て
い
る
せ
い
か
、
こ
の
様
に
は
異
常

さ
を
感
ヒ
る
。
「
何
と
か
お
腹
さ
え
膨
れ
れ
ば

よ
い
」
と
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
食
べ
ら
れ
る
物

な
ら
手
当
た
り
次
第
に
食
べ
た
。
野
草
や
サ
ツ

マ
イ
モ
の
茎
の
雑
炊
を
主
食
に
し
て
、
副
食
は

豆
モ
ヤ
シ
を
浮
か
べ
た
海
水
汁
。
実
り
の
秋
の

田
を
飛
び
交
う
イ
ナ
ゴ
は
、
蛋
白
源
と
し
て
重

宝
が
ら
れ
た
▼
学
校
で
は
、
小
学
一
年
か
ら
イ

ナ
ゴ
捕
り
に
駆
り
出
さ
れ
、
集
め
た
イ
ナ
ゴ
は

大
き
な
釜
で
炒
っ
た
り
ゆ
で
た
り
し
て
食
べ
た

変
色
し
た
イ
ナ
ゴ
を
口
へ
放
り
込
み
、
一
気
に

か
み
砕
い
た
も
の
の
、
跳
ね
回
る
姿
が
目
に
浮

か
び
、
ど
う
し
て
も
の
ど
を
通
ら
ず
、
吐
き
出

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
▼
現
在
で
は
、
成
人

病
や
肥
満
病
を
防
ぐ
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
推

奨
さ
れ
る
野
草
、
奇
食
の
材
料
と
し
て
重
宝
が

ら
れ
る
昆
虫
な
ど
も
、
か
っ
て
は
命
を
つ
な
ぐ

不
可
欠
の
食
糧
源
だ
っ
た
▼
宴
会
の
後
の
残
菜

の
山
を
見
た
り
、
高
価
な
奇
食
・
珍
食
の
展
示

品
を
見
る
と
、
豊
か
さ
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か

り
、
奇
抜
な
食
生
活
を
求
め
る
現
代
を
恐
く
さ

え
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
●
1
1
1
1
）


	19911001_001
	page1

	19911001_002
	page1

	19911001_003
	page1

	19911001_004
	page1

	19911001_005
	page1

	19911001_006
	page1

	19911001_007
	page1

	19911001_008
	page1

	No.553 19911001 9-16.pdf
	19911001_009
	page1

	19911001_010
	page1

	19911001_011
	page1

	19911001_012
	page1

	19911001_013
	page1

	19911001_014
	page1

	19911001_015
	page1

	19911001_016
	page1



